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胸き 『思い出覆し隊』 ヌロジェクト in 桑名
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

メゴ 被災地の写真を修復

みえ災害ボランティア支援センターが企画した ｢思い出戻し隊 ･みえ｣の事業の一環として、 桑名市、 桑名市社会

福祉協議会、 桑名市ボランティア連絡協議会で立ち上げた、 ｢桑名市災害ボランティア支援センター｣が、 東日本大

震災の被災地、 岩手県下閉伊郡山田町で海水に浸かったり、 泥だらけになった写真やアルバムを回収、 桑名市もダ

ンボール箱 6箱分を担当し、 桑名市役所の車庫で、 水とハケで洗浄し自然乾燥してミニアルバムに納めて、 被災地

に送り返しています。
中には、 結婚式の記念写真や卒業式、 運動会、 遠足、 家族旅行の思い出の写真や、 卒業証書、 終了書などがあり

ボランティアの手でよみがえりました
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桑名ボランティア連絡協議会会報 N o. 4 3 号

′
3月 11 日 (金) 午後 2 時 4 6 分に発生しました、 東日本大震災によって犠牲になられた万々

一一

また、 そのご家族の皆様に、 深くお悔み申し上げますとともに、 被害にあわれた皆様に心よりお

見舞い申し上げます。、 一日も早い復旧復興をお祈り申し上げます

と き 平成23年9月3曰く土)午前10時 ~ 午後2時

ところ 桑名市総合福祉会館 (常盤町)

さそぎ 残すなぜ 、 - - - -
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-と 羸 『ソー ト - -
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桑名防災支援ネットによる義援金街頭募金を実施 (3月 2 0 日 (日) アピタ桑名)

¥ 1 2 9 , 2 5 0 を三重県ボランティアセンターを通じて被災地へ

支援物資の仕分け作業 (市役所前公用車車庫)
3月 2 3 日 ~ 4 月 3 日までの 1 2 日間、ボ連協のメンバーに暁学園の生徒さんが加わり延べ 1 3 0 名で、市民の方々

及び市外の方々から提供して頂いた、 毛布、 食料品、 生活用品等を商品毎に仕分けを行いダンボール箱に詰め、 商

品名、 個数を記入した用紙を貼付して、 県桑名庁舎に集約保管しまし、 被災地からの要望の応じて、 県がまとめて

被災地へ発送するそうです。

郎 ↓ 桑名市社会福祉協議会
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桑名ボランティア連絡協議会

4 月 2 曰 く±)

桑名市民会館3 階大会議室

2 3 年度事業方針

･ポ連協の事業の充実拡大を図る

･市民の方に喜んでいただける活動を行う

ご臨席いただきました方々

桑名市社会福祉協議会 会長

桑名市社会福祉事務所 所長

桑名市社会福祉協議会 常務理事

桑名市障がい者団体連絡協議会 会長

桑名市障害福祉課 課長

桑名市社会福祉協議会 本所長

桑名市社会福祉協議会 桑名支所長

桑名市社会福祉協議会 主任

桑名市ボランティアセンター

第2 0 回総会が開催されました。

山中啓圓様

大竹義信様

中村正彦様

細井五十鈴様

水谷英男様

竹内茂様

松田秀之様

東谷みゆき様

小林奈美穂様

ボランティア活動報告
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3 月 2曰て家yみのり作業所の通所者と、 いなべ市農業公園幅ある、 梅林公園を散

鱒 報ぜ≦,こ
ん摯ぞそ でふ き 策してきました。 総勢2 7 名、 お天気も良く寒い日でしたが、 寒さにもまけ夢、

騒
ぎ 鳶こぎ‐メば≧‐‘‘

、 - - 颪 紅や白の梅の花を｢いい匂いするね｣等と見て廻り、帰りのバスの中では緊張もほ

き ぐれ、 おしゃべりを楽しんできました。　　 　 　 　
　 　

達 Y謙一 ↑ ｣ お弁当は藤原町fこあるN P O 法人｢くれよんサークルくれよん村｣で作って頂い

｣ たのを、 しじみの味増汁と共に食べ、 ビンゴガームを楽しんだ一日でした。
　　　　　　　 　

- ▲- -二- --- - --÷ " こ みのり作業所でのお手伝いとは違い、 一年に一度の交流会はお互いにより親し

みを感じられ、 企画して良かったと思います。 〔永田)

梅林公園散策の感想

●うめ見にいってたのしかった。 またいきたいです。 おべんとうもおいしかっ
- たです。 ボランティアさんありがとう。 (吉田稔彦)

‘ ●朝も元気でしたので楽しくバスに乗ってうれしかった。 また機会があったら
こ べ 棄み･

･ ゆつくり梅を見に行きたい。 (牧野勝宏)
　　　 　 　　　 　　　　　　

ゞ･ 繊･
き瘢 ●あかや白のうめがきれいだった。 でかけるのはとても楽しい。 おいしいおひ　　　　 　　 　 き瘢 ●あかや白のうめがきれいだった。 でかけるのはとても楽しい。 おいしいおひ

.を語 るありがとう。 (荒木好美)
- ＼きいゞ ●いつもみのり作業所にご協力いただき有り難うございます。 毎回楽しい行事

を企画していただいていますが。 梅見もとても楽しく、 皆さんとバスでおし

ゃべりしたり、 おいしいお弁当をいただいたり楽しい一日を過ごすことがで

き、 本当に感謝いたします。 G旨導員 工藤)

自助貝工房くわな

自助具と言う言葉はご存知ない方も多いと存じます。 身体に障害を持った人が健常者と同

じような日常生活が出来るように手助けをする道具のことです。
例えば、 手の指が自由に動かない場合、 握り易いようにスプーンの柄を太くしてやるとか、

お箸がうまく持てないとき、 2 本を固定して使い易くする等、 使用者の使い勝手や要望に

応じて制作されます。
指先に力が入らすペットボトルのキャップがN 外し難い特にはキャップオープナーを、

手首が震える場合ストローを紙コップに固定したり、 点眼容器を眼の位置に保持したり、

片手で容易に爪切りができるとか、 床に落ちた物を拾い上げるリーチャー等があります。

お気軽にご相談下さい。 (費用は材料費のみです)

カタログも準備しています。
その他B乍年度社会福祉教育の一環として、 中、 小学校に自助貝制作の出前授業にも出向き

ました。 キャップオープナー ･ストローホルダー等を作りました。

養護学級向けに、 椅子、 机の改造もおこなっています。

桑名ボランティア連絡協議会2 0 周年記念事業

ご来賓

桑名市長

桑名市保健福祉部 部長

三重県ボランティア連絡協議会

桑名市社会福祉協議会 会長

桑名市社会福祉事務所 所長

桑名市自治会連合会 副会長

桑名市老人クラブ連合会 会長

桑名市社会福祉事務所 所長

桑名市ボランティア連絡協議会

桑名市社会福祉協議会 本所長

会長

歴代会長

水谷元様

伊藤治雄様

泰造詞子様

山中啓圓様

大竹義信様

伊藤満生様

川北喜代松様

大竹義信様

桑名英美様

竹内茂様

桑名市ボランティア連絡協議会設立2 0 同年記念講演

講師 :辻井いつ子
' 』勢 ｢明るく、楽しく、そしてあきらめない生き方｣

,聯 rき ,ゞ ｢明るく、楽しく、ぁきらめなぃ｣をモツト- に･
v 母 ‐藤戸‐ 持ち前のポジティブさと行動力で子育て･っね‘こ

‐!“≧ " 憲 子ともの可能性を信じ、よく見て、ほめるほめる

｢親ばか｣ の子育て。

あかつき会 N T T ･ O B 桑名

新規加入紹介

団体 桑員レクダンスクラブ

個人 伊藤よしみ

太田つや子

--｣


